歯科診療における院内感染防止対策の注意・確認点

【患者対応】

1：歯科診療前の処置
 患者さん含嗽用の口腔用消毒液を準備した。

2：歯科診療前の処置
 洋服が汚染されないようエプロンを準備した。

【環境】

3：歯科用ユニット      周辺の機器表面を消毒薬で湿らせた布かペーパータオルで清　　　　　　　 
拭した。

4：治療室の掃除

院内すべて掃除機を用い掃除し、特に汚れが見られたらそのつど清掃した。

5：待合室のイスや調度品　表面を市販の清掃用洗剤と水による清拭を行った。

（スリッパ・ドアノブ等）

6：リネン

院内のリネンの保管、管理を行った。

【術者の手洗い】

7：適切な手洗い

院内感染対策の基本としての適切な手洗いを行った。

8：手袋着用前の手洗い
観血的対処時は、手順通りの手洗い後に手袋を着用した。

【手袋の使用】

9：手袋の交換

１症例、１手袋交換を実施できた。（一般の歯科治療では、清潔な未滅菌手袋で可）

10：滅菌手袋の使用
易感染者、粘膜、傷のある患者の治療で使用した。

11：パウダーレス手袋
使用中の穴開きを懸念して、短時間（２０分連続）で交換した。

12：マニュキアと指輪
手袋の破損につながるので、歯科診療時にはしない｡   

【術者周辺】

13：頭髪

キャップレスのために、清潔な頭髪を心掛けた。長髪の場　

合はゴム等でとめる。

14：治療用眼鏡・ゴーグル
血液が唾液を飛散する治療時に準備を行った。

【器具の消毒・滅菌１】

15：使用済み器材・器具類
全て患者毎に交換した。（エアータービンハンドピース・
（取り外しのできるもの）    電気エンジンハンドピース・超音波スケーラーホルダー・エアーアブレーション・バキュームホルダー・排唾管など）

16：器具の口腔内挿入
全ての患者毎に交換し、オートクレーブを用いて滅菌した。

した器材・器具
（高速エアータービンハンドピース・電気エンジンハンドピース・超音波スケーラーホルダー・エアーアブーション・バキュームホルダー・排唾管・歯科治療基本セット<歯科用ミラー・ピンセット・探針・エキスカベーター>歯周ポケットプローブ・手用スケーラー・歯内治療用器具<クランプ、クランプフォーセップス、根管充填用器具>抜歯用器具類<抜歯鉗子・エレベータ>口腔内印象採得用既製トレー類<全顎用・局所用>など
【器具の消毒・滅菌２】

17：ディスポーザブル製品　ディスポーザブル製品のあるものはできるだけ使用した。

　　　　　　　　　　　　（スリーウェイシリンジチップ・バキュームチップ・ラバーシート・ブローチ・クレンザー・口腔内印象彩得用シリンジ・テトラ綿・ロール綿・ガーゼ・根管・術野洗浄用シリンジ・針付き縫合糸・レジン充填用器材類<小スポンジ・ストリップス・くさび>手術用メス・注射針・歯科治療基本セット<歯科用ミラー・ピンセット・探針・エキスカベーター>など）
18：口腔内に直接触れない器具類
　液薬消毒を行った。

19：オートクレーブ滅菌　液薬消毒（グルコ酸クロルヘキシジンなど）を行った。（歯の切削バー

できない器具　　　　ポイント類<特にスチールバー>・手用リーマー・ファイル類・プラスチッ
ク類<口角鉤・アングラワインダー・プラスチック錬板>など）

【エックス線撮影関連】

20：手指による汚染防止　口内法撮影時に、口腔内に触れた指を装置やその他の場所に触れないようにした。

21：汚染場所の消毒　　　不要意に汚染した手で触れたエックス線装置は消毒液で清掃した。

22：防護服　　　　　　　防護服の準備を行った。

【廃棄物関連】

23：医療用廃棄物の分別　家庭用廃棄物とは分別し、原則として感染性廃棄物（産業廃棄物と一般廃棄物）・産業廃棄物（非感染性）・一般廃棄物（非感染性）の３種に分けた。

24：梱包と処理　　　　　適切な梱包と処理の方法に従った。

25：マニフェスト　　　　産業廃棄物の処理を業者に委託する場合、必ずマニフェストを交付、保管する。
【曝露事故関連】

26：リキャップ　　　　　原則としてリキャップしないが、歯科麻酔針のリキャップ時には片手で操作する。

27：注射針やメスの処理　専用ボックスに廃棄し、その際は二重に手袋を着用した。

28：曝露事故の対応
感染性の曝露事故が発生した際は、直ちにその部位を流水で洗う。

29：対応手順の把握　　　ＨＢＶ・ＨＣＶ・ＨＩＶ血液の曝露事故の対応について普段からその手順を知っていること。

30：マニュアルの作成　　院内感染防止マニュアルを作成し、スタッフに周知徹底を行う。

【消毒液関連】

31：毒性と取り扱い方　　消毒薬の毒性を知り、その取り扱いに注意した。

32：濃度と作用時間　　　消毒薬の濃度を作用時間を正確に守った。

33：消毒薬の管理　　　　消毒薬の管理（保管や廃棄など）を確実に行った。

【研修関連】

34：定期研修　　　　　　年2回程度定期的に研修を開催するほか、必要に応じて開催し、研修の実施内容について記録すること。（歯科診療所では、当該医療機関外での研修受講でも代用できるものとする）
35：その他研修　　　　　医薬品・医療機器に関しては、他の医療安全に係る研修と併せて実施しても差し支えない。

